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その他に私たちが考える対策としては、

１．避難所を男女で分ける

２．寝る場所を変える

３．年齢で分ける（２０代~４０代だけの場所と５０代～９０代だけ
の場所）

４．何かあった時用に知らせられるものとして、

連絡手段の取れるものを持っておく、など

対策２

考察から分かったこと

・対策で挙げた、４は性被害を防げると思うので今後
実現すべき。３も中年男性の犯罪を防ぐものとして考
えたので、これもいいと思った。それ以外は防ぎきれ
ない可能性があるので不採用。

最後に
これは他人ごとではありません。皆さんが一つになって考え
るべきことです。この日本から、「性被害」という
文字を無くしていきましょう。

最後までご清聴いただきありがとうございました。

現段階での人の視線についての対策

・ダンボール使わず布と骨組みを組み合わせた構造

によりうまくスペースを有効活用することができる。

・段ボールと違い大人がたっても見えない高さにでき

低コストで抑えられる。

kahoku.co.jp

防音対策のアイデア

・先ほどの写真では、布で壁を仕切っているが

布だけでは騒音は解決しない。

そこで

吸音シートを使い少しでも騒音を

和らげられるのではないかと考えた。

monotaro.com 



考えたアイディアの説明
避難所で簡単に立てれるテントを作る。

［制作に必要な物〕

・ブルーシート ：大きめのサイズ

・ハサミ

・油性ペン

・紐

・長めの棒 （３．５ｍ位）

・針

・接着剤 （コーキング材）

・ゴムシート

①ブルーシートテントの設計
図のようにテントを折っていき、
できた折り目の上に線を引く。
必要のない部分をはさみで切る。
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早めに避難する

•警告を早く出す
•避難中の通路の段差を解消する
•避難訓練などで事前確認
•コミュニケーションをとる

まとめ
災害時、車いすの方が安全に避難できるよう
にする工夫は、早めに避難することが大切

車いすの人が避難するとき、周りの人もどう
すればいいかわからないので事前に知ってお
く必要がある















⒊アイディア
本部の人はホームページを作り被災者がボランティアを要請、ボランティアは被災

者側に申請できるようにする。住所やメールアドレスなど個人情報を入力する必要が

ある。

１被災者が本部へボランティアの要請を行う。主な内容は必要な人数・ボランティアの

内容を詳しく書いた用紙を本部へ提出する。

被災者 本部・受付申請用紙を提出

アイディア
• ３本部が、お互いの申請用紙をまとめる。
• まとめた必要事項なことをボランティア活動の希望者と被災者にメールを送る。
• ボランティア活動の希望者を被災地に派遣する。

被災者

ボランティア

本部・受付

１；視覚で伝える

耳の不自由な方は、目を頼りに生活していると思う。そこで、人が、危険を感じる

赤のランプのようなものを町の数か所（電柱などの高いところ）に設置することに

より、避難が迅速に行われると考える。

２ 地域内での情報共有

どこにどんな人がいるかなどを定期的に交流する

・回覧板を使い、手助けが必要な人や、改善すべき点を明確にし地域全体で共有

できるようにする。

避難時に役立つ

・非難が必要になった際、スムーズに周りの情報が把握できるようにトークアプリ

などを使い、地域内の人々で共有する

間違った情報が入りにくい

いろいろな情報に、惑わされにくい

考えたアイデアの説明
老人ホームでのイベント

・老人ホームにいる方たちは地域活動への参加
が難しいので参加ができなくても見てもらうだけでも元気が出
るのかなと思い、老人ホームで行ったらいいのかなと思いまし
た。

ex）風船バレー、流しそうめん、ビンゴ大会
・この３つのイベントはあまり費用や人手がかからない

・若い世代も参加しやすい

解決案

・普段から近所の人との交流を増やすことで活
動があるときの連絡がしやすくなると思う。

・イベントの魅力を知っている人が興味・関心が
ない人に伝える。

考えたアイディア

①避難所のルールの再認識

学校や地域の授業やチラシ配りを行うなどして

地域の人たちに避難所のルールを再認識してもら

う。

⑥

もう一つの
段ボール
を広げ、差
し込んで
完成！
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AIを利用したドローンを活用する利点
• 捜索範囲の拡大

• より速い人命救助

• 効率的な捜索

• 2次災害の防止

• 無人での捜索が可能

• 現代社会において長野県の活動をPRできる

まとめ

毎年増え続いている災害に、対処するためには今の状況では難しいだろう。
全国でドローンなどを使った無人での対応が進んでいく中、長野がその先頭に
立ちその存在を発信すれば、それは若年層に対してとてもインパクトのあるPR
ではないだろうか。地方に対して根拠のない嫌悪感を持つ人たちにとって最新
技術を取り入れることは今まで見向きもされなかった地方に注目を集める絶好
の機会だ。

A

NHK

プライバシー問題の解決策

・お風呂がない

飲料水以外の水を確保しておく

・避難所内の騒音

周りの人の迷惑にならないようにポスターなどを

作成し貼っておく

•生活空間の狭さ

あらかじめ避難所の広さを確認し入れる

人数を決めておく

・家族以外の人との生活に境界がない

テントなどを用意して仕切りをたてる

•活動に参加する際の経費が大きいという意見が多く寄せられ
た。これを改善するためにボランティアで必要な物は現地で
支給するようにする。

•ボランティアに参加するための情報や手続きが分かりにくい
などという問題は、専用のウェブサイトを開設するなどできる
だけメディアに発信できるような政策をとる。

•ボランティア活動に参加しても、実際に役に立っていると思え
ない人がいるので、前回の災害で活躍したボランティアの人
たちをニュース上げてもらって役に立っているということを知っ
てもらう

•活動に参加するために休暇取得を行う必要があるというひと
がいるので、ボランティアでの休暇は休暇取得を行わず、特
別に休暇ができるようにする．．．
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解決のアイディア No1
当たり前のようですが子供たちが安心して遊べる空間の確
保が必要です。例えば学校に避難した場合空いている部
屋を小さい子供を持つ家庭だけの避難所にするということ
です。そうすれば大人たちの目もあり子供達が安全に遊ぶ
ことができます。しかも子供を持つ家庭だけの避難場所の
ためまわりにうるさくなって迷惑がかかってしまう心配もあ

りません。

解決のアイディア No2
避難所のすべてが広い学校のような場所ではありません。そのよう
な広くない場所では子供たちがストレスなく遊べません、体を動か
す以外にストレスを解消することが必要です。例えば非常食の中に
おやつにようなお菓子を入れるということです。体を動かすのと同
様にストレスを解消することは出来ませんが何もしないよりいいと
思います。ほかにも静かに遊べるパズルなどを広くない避難所にお

くというアイディアです。
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2.
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•
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リアルな防災訓練

VR体験

津波がきた時、

どのような状況に置かれるか

大きな地震が来たときどこが危険か



•
•
•
•
•
•
•
•
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紙でっぽう
・勢い良く振ると大きな音
が鳴るおもちゃ

・大きく腕を振るので運動
にもなるし、大きな音が
出るのでストレス解消に
もなる。

・腕さえ振れるスペースが
あれば遊べるので、避難
所でも遊びやすい遊びで
ある。

簡易スリッパ

・新聞紙さえあれば
どこでも作れる
スリッパ。

・履物がない避難所
でも子供と一緒に
作れるスリッパ。

・自分で作るから
愛着も沸き、更に
ペンがあればデコ
レーションするこ
ともできる。

•

•
•
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ストレス発散グッズを作ろう！

• ストラックアウトを作ろー！
材料

・画用紙

・段ボール

・新聞紙

・ガムテープ

・セロハンテープ

・マジックペン

・ハサミ

・カッター

完成!!

名付けて「ポケモンゲットだぜ ストラックアウト」

part3

( )



…

https://www.mercari.com/jp/items/m76337241771https://www.creema.jp/item/7158623/detail
Creema

•

•

MIKI( )

1.
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https://www.engei.net/Browse.asp?ID=125720
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https://zozo.jp/search/?p_keyv=%83G%83%93%83%7B%83X

私服の上から
そのまま簡単に
着れる割烹着を、
プリンセスの作業服風に
仕立て、可愛いながらも
動きやすい
デザインにしました。

介護士さん用
作業着

・通気性の良い
綿混ストレッチを使用。

・Ⅴネックで首回りを
スッキリ。

・ギャザーを寄せて
スカートを可愛らしく。
・パフスリーブで
プリンセス感を演出。

‣
‣
‣
‣
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あえてVRにした理由
通常のビデオだと見るだけになってしまうがVRにす
ることで実際の目線、揺れを体感することができる。

自分で問題点を（バリア）探す意欲が高まる。

VRを通し体験できるため、映像が記憶に残る。

人によってVRで見る場所（注目するところ）が違う
のでディスカッションしやすい。→危険を共有できる。

自転車の追い越し
どのような危険があるか考えてみましょう。
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emergency MONKEY

keyTouch
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